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トップチェーン	 トップチェーン

3-1．チェーンの分解・連結
注）	1 . �プラスチックモジュラーチェーンの分解・連結は505ページを参照くだ

さい。
	 2 . �TTP形、TT形、TPS-KV形、TPU-KV形、TRU形、TTKU形、TS形は

429、430ページの分解・連結工具をご活用ください。

3-1-1．継手ピンがDピンタイプ（TPUN555形除く）
チェーンのどの部分からでも、分解できます。また、ピンは、
左右どちらからでも抜差しできます。

パンチ

パンチ

3-1-2．継手ピンがローレットピンタイプ
分解時はローレット加工していない側の端部にパンチを当
てて抜いてください。再度連結する場合はローレット加工し
ている側の端部にパンチを当てて連結してください。

（TTPDH形、TTPDH-LBP形のみローレット側は再連結し
ても同一方向になります。）

連結用ローレットピン挿入方向

本体ローレットピン抜き方向

3-1-3．TTUPM838H形
継手ピンがDピンタイプのため、左右どちらからでも抜き差
し出来ます。なお、外径φ6 〜 7.5のパンチをご使用くださ
い。挿入不足、挿入しすぎにはご注意ください。

パンチ（φ6～7.5） パンチ（φ6～7.5）

外径φ6以下、φ7.5以上のパンチを使用するとチェーンおよびピンが損傷します。

3-1-4．�TN/TNU/TRU/TP-PT/TP-PTS/TP-1873T
ジョイント部の、ピンと外プレートの片側とはルーズフィッ
トとなっています。ジョイント部以外のところで分解する場
合は、チェーンバイスなどを用いて、一対のピンを平行に抜
いてください。なお、ジョイント部以外で分解したリンクは
再使用できません。

3-1-5．TP-1843G形/TP-1873G形
ジョイント用のトッププレートは茶色と白色を各1個ずつ付
属しています。ジョイント部判別用として白色のトッププ
レートをご使用いただけます。ジョイント部の、ピンと外プ
レートの片側とはルーズフィットとなっています。ジョイン
ト部以外のところで分解する場合は、チェーンバイスなどを
用いて、一対のピンを平行に抜いてください。なお、ジョイ
ント部以外で分解したリンクは再使用できません。

3-1-6．ST/RT形
ピンとプレートは、すべてルーズフィットで、チェーンのど
の部分からでも分解できます。また、ピンは、左右どちらか
らでも抜差しできます。

3-1-7．TO/TU形
トッププレートの反対側よりピンを抜いてください。

3-1-8．TS形
チェーンのどの部分からでも分解できます。割ピン側よりピ
ンを抜いてください。

3-1-9．TTKU形
ジョイント部のピンと外プレートの片側とは、ルーズフィッ
トとなっています。ジョイント部以外のところで分解する場
合は、ピンを締鋲していますので、グラインダでピンの端部
を削り、一対のピンを平行に抜いてください。なお、ジョイ
ント部以外で分解したリンクは、再使用できません。

3-1-10．TPUN555形
ピン挿入方向は一方方向です。
挿入方向と反対側のピン端面にパンチを当てて、抜いてくだ
さい。

ピン挿入方向
Ⓐ

ピン突起部

3.トップチェーンの取扱

適用商品 プラトップ®チェーン、プラブロックチェーン、ステンレストップチェーン




